
魚津市自治振興会連合会総会 会議録 

 

日 時 令和４年５月 12日（木）18時 00分～18時 45分  

場 所 市役所第 1会議室 

出席者 自治振興会連合会 米澤賢太郎会長、伊藤甚宰副会長、水口富代明副会長、 

亀澤俊幸会計監事、大野聡一、村上俊樹、河口利春、 

冨川茂樹（代理：松田治之）、本元義明、野村博、伊田正一、 

谷口 慧 

    事務局      村椿市長、南塚部長、小林課長、米島係長、池川係長、 

谷口主任、野村主事、関口 

欠席者 自治振興会連合会 馬場 均会計監事 

 

１ あいさつ  

米澤会長あいさつ 

村椿市長あいさつ 

 

事務局あいさつ 

 

２ 各課からの依頼事項について 

１）魚津市民生委員児童委員一斉改選に伴う今後のスケジュールについて 

社会福祉課 説明 

２）魚津市３港活性化推進委員会委員の推薦について 

農林水産課 説明 

 

３ 議事 

議案第１号 令和３年度事業報告について 

議案第２号 令和３年度決算報告について 

亀澤会計監事からその内容が適正かつ正確であることの報告がなされた。これについて

議長が意見を求めたところ満場異議なく可決した。 

 

議案第３号 役員の選出について 

 魚津市自治会連絡協議会の解散に伴い、富山県自治会連合会の役員の選出が必要となり、

富山県自治会連合会の規約では役員の任期は２年とされている。令和３年度に役員改選を

行っており、残りの期間について選出するものであり、魚津市から選出する定数は常任理事

１名、理事２名となっている。常任理事に米澤会長、理事に伊藤副会長、水口副会長を選出

する議案について承認を諮ったところ、満場一致をもって承認可決した。 



 

議案第４号 令和４年度事業計画(案)について 

議案第５号 令和４年度予算(案)について 

 令和４年度の事業計画及び予算について事務局から説明、議長が意見を求めたところ満

場異議なく可決した。 

 

議案第６号 魚津市自治振興会連合会会則の改正について 

 魚津自治会連絡協議会の解散に伴う会則の改正について事務局から説明、議長が意見を

求めたところ満場異議なく可決した。 

 

４ その他 

① 忠魂碑の移設と管理に関する要望書について（米澤会長から経緯を説明） 

忠魂碑の問題については、これまで皆様方に地域の意見を聞いていただき、とりまとめ

をしてきた。その意見を踏まえ遺族会と話をした結果、遺族会は関係者が高齢となり、存

続自体が難しくなっている状況となっており、今は何とか管理することができてもいず

れは管理できない時期がくることが予想されたため、現状について知ってもらうため別

紙の要望書を市長へ提出した。その際、市長からは、各地区に点在している忠魂碑の強度

がどのようなものかを把握し、また今後の進め方について考え、その上で回答したいとの

ことであった。いずれにしても遺族会そのもので管理はできない状態となっており、戦争

は宗教ではないといった話もしたが、忠魂碑の状況も踏まえた回答をいただけると思っ

ている。 

⇒まず安全面を考えた時、早急に対応が必要な忠魂碑の把握をすることと、根本的な管理 

の問題について検討し、回答したいと伝えた。 

② 魚津市自治振興会連合会あて職一覧（参考配布） 

③ 敬老会の状況について（参考配布） 

④ デジタル技術を活用した中山間地域の課題解決セミナーについて（事務局から説明） 

⑤ 社会に学ぶ 14歳の挑戦事業について（事務局から説明） 

教育委員会からコロナ禍により、介護事業所での受け入れが困難となり事業所が不足

しているため地域での受け入れしてもらえないか相談があった。急な依頼であったため、

今年度は東部中学校２年生３名を大町・村木コミュニティセンターで受け入れてもらう

こととした。 

⑥ その他 

〇松倉地区から冨川会長の代理で出席している。昨年、本江公民館の建て替えが形となり、 

本江の住民として良かったと思っている。松倉小学校が統合したときに、松倉公民館が旧小

学校に移動するという話であったが、未だに実現されていない。松倉小学校は閉校後、その

ままの状態となっているので、コンクリートに湿気があり状態としてよくない。また、公民



館も昭和 47年に建設されたものであるので老朽化が進んでいる。統合の際にあった公民館

の移動の話はどうなったのか、確認してもらいたいと会長から言われ本日出席している。ど

のような状況なのか。 

⇒統合の際に旧小学校施設に公民館をといった話を進めてきた。公民館のように多くの住

民に使用してもらう使い方を旧学校施設で行うとなれば、それなりの改修が必要であると

いった経過があり、なかなか実現できていない。とは言いながらも施設を閉め切っているこ

とで施設が傷んできている状況というのも大きな問題であると認識している。公民館も同

様の状況であるということを伺ったので、できることをしっかり行っていきたいし、公民館

の移設あるいは旧小学校の利活用については、順次できるところから進めていきたいと思

っているので、もうしばらく時間をいただきたい。 

正直なところ、一度に全部することはできない。一番大切なのは、どういう場所にしたい 

か、だと思っている。単に会議を行えるだけの公民館となると、それだけに学校を使用する

となれば結果的にあわないことになる。それで今、上野方や大町でも話をしているが、どう

いう場所にしたいかと言うことをしっかりと話をして進めていかなければならない。それ

によって、どういう財源を持ってきてどんな形で活用するかということになるので、しっか

りと話をしていきたい。 

〇最初、旧小学校の使用について、提案したと思っている。学校なので結構大きいと思って 

いる。そういうものは果たして全部使用できるかどうかはわからないが、公民館だけは移動 

させてもらいたいという希望である。今は、水を出すと錆水が出てきたりしているので、こ 

れを元の状態に戻すということは大変だと思っている。 

⇒決して忘れているわけではないので、また、話をさせていただきたい。 

 

 

５ 閉会 


